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第３期四谷地区協議会会議録 

分科会名  役員会 開催回 第６回 

開催日 平成２２年１１月１６日（火） 

出席者 区民 役員６名  職 員 ３名  

主な協議

のテーマ 

１，各分科会報告・連絡について 

２，地区協議会連絡会・自治基本条例検討会 報告 

３，他 

会議内容 

主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四谷 

お宝さがし 

 

 

第 1分科会 

 

 

 

 

 

※冒頭「地域団体とＮＰＯの交流会」について地域調整課職員とＮＰＯネットワーク

協議会委員（ＮＰＯまちぽっと所属樋口様）による交流会の企画についての説明。 

・ＮＰＯは全国で3万超える団体がある。・・・・・・新宿では７５０団体の登録 四谷で

は１３７団体（東京登録）52団体（内閣府登録） 

・ＮＰＯネットワーク協議会では地域との接点、協働できることを模索している。 

・7月には戸塚で「福祉のまちづくり」をテーマに開催した。 

・今回四谷地域では「観光 高齢者 子ども」をテーマに開催を企画した。 

・１１月の町会連合会では参加依頼をすでに周知済み。  

・協議会委員の参加も是非願いたい。テーブルを囲み自己紹介を交え相互理解と協働を考

えていきたい。詳しくは11月25日号広報で周知予定（別紙参照）  

※主な意見 

意見）地区協議会そのものがどのような役割を担っていくかまだ未知の部分がある。 

そうした中でＮＰＯがどのように絡んでくるのか慎重に捉えたい。 

地元のＮＰＯとどんな風に協働できるか等含め意図が良く見えない・・ 

回答）地域調整課職員 

活動は具体的に交流会の中だけでは作っていけない。出会いの場として企画している。 

お互いが知り合うことが目的。何かあったらお役に立ちたい。意見をいただきながら互い

の活動を探り連携できる土壌作りをしたい。（すぐには）結論がでないと思う。今回は情

報の共有を目的としたい。 

要望意見）レジュメに本会の開催主旨説明を掲載して欲しい。 

 

協議会事務局・・・当日四谷地区協議会で作成したパンフレットを用意することとした。

１ 各分科会報告・連絡について 
○四谷お宝さがしについて（活動報告） 

 ・テーマを決めたお宝発掘を検討中。 
地域の方とともに活動を活発化させていきたい。 

○自治基本条例説明会について（報告と連絡） 
・説明会が明日（１１月１６日）より１０ヶ所で開催される。 
・区民に条例を知っていただくことを目的として区民委員自らが報告する形

式で開催する。（検討委員の委嘱は12月18日まで延長された。） 
・条例はこれで決定ではなく今後4年間の間に見直ししながら改定を進めて

いく。 



 - 2 - 

 

 

 

 

第２分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
意見）理解が進めるよう協議会広報誌などでも工夫してわかりやすく説明し

ていく必要を感じる。 

 
○健康体操に関する報告 
若葉地区の体操は第三回を迎え13名参加。順調に定着しつつある。 
今後も地域に根ざした活動として努力したい。 

○コミュニティスポーツ大会 
 成績報告 中央大会は１２月１２日 コズミックスポーツセンター 
○四谷文化・スポーツフェスタについて 

  ・会場で体力測定を行なった。（シニア健康体操参加者も参加） 
・子ども向けフェスタではなく、高齢者が参加することで子育てに対して

協力いただけるようなイベントに発展し定着すると良いと思う。 
○児童館等が開催した安全安心スタンプラリーに委員が協力した。 

意見）今後も体操教室は発展して欲しい。 
質問）会場が増えてきたが従事者や各会場の責任者はどうしているのですか？

回答）協力主体は地域ごとに異なる。町会役員、交流会委員がボランティアで

   開催バックアップを行なっている。若葉地区ではマンション理事長が中

心となって開催しているが今後地元の方からも募る予定。  
地域交流館の指定管理者から主催事業との協働の話しもあったが、（協

議会の考え方があるので）違ったスタンスで開催する旨でお断りしてい

る。 
地域交流館の管理は指定管理者に移行したが今までの使い方と変わっ

てきた部分も地域から厳しすぎるのでないかとも指摘されている。協議

会としては今後も現状のスタイルで開催する。 
意見）協議会独自の考え方運営方法でよいと思う。 
○内藤とうがらし関連の報告 
【歴史博物館との協働事業開催依頼について】 
 歴史博物館では３月に中村屋カリーの料理講習会を企画している。 
 食材のひとつに内藤とうがらしを使い協議会と協働した企画を検討した 
 い旨を担当職員が説明に次回の分科会に来会予定 
【社会福祉協議会主催「知り合うカフェ四谷」（１１月５日）の報告】 
 内藤とうがらしを提供し、開催協力をした。ＮＰＯなど50名程度参加。 
協議会より提供したとうがらしを利用した料理を囲み2時間程度の親睦会

を開催した。 
会では地域福祉等それぞれの活動を意見交換した。 
その場ではあまり深く知り合えないが、お互いの情報を交換しながら顔見

知りになれた。 
協議会委員が調理した田楽、なべ料理を試食いただきプロジェクターで

「とうがらし」の説明をした。「内藤とうがらし」のお話を持って帰って

いただけたと思う。※社協を中心に今後の継続も検討されている。 
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【来年度の「内藤とうがらし」の活動計画について】  
①今年収穫した種から苗を育成する計画をたてている。 
（他のとうがらしとの交配しないよう純粋に育っている種を使用したい） 
②苗は実費販売の予定（１株１００円程度） 
③ＮＰＯとの協働について 
 ＮＰＯのモチベーション、ベクトル、個性を見極めながら、協議会が地域

の信頼を失わないよう協働のあり方を検討していきたい。 
④来年度は収穫したとうがらしと七色とうがらしを物々交換できるような

仕組み作りを検討する。 

 
○ 秋の花いっぱい活動報告  
地域と学校の植え付けは無事完了した。（苗：パンジー） 
※後日、四谷二丁目発展会と四谷中学との植え付け、配布作業を予定 
○秋のゴミゼロデー報告  
11月11日開催 四谷駅前から大通りを約100名で清掃した。   
四谷中学の生徒が5名（先生引率）参加し、地域の方も喜んでいた。 

  
・観光まちづくり準備会  
第1回 （終了）全体的な展望を意見交換 
第2回 （終了）ガイドの養成に必要な事項を確認 
第3回 （１２月７日開催予定） 検討内容 
①参加者の募集方法（案） 

  ・ガイド養成だけを目的としない募集を検討する。 
・情報を公開していき関心ある方が気軽に参加できるように工夫する。 
「町会で自分の町を紹介できるようになりませんか？」というようなお

声がけをし、町会の方が理解し協力していただけるようにしたい。 
②毎月1回まち歩きをしていく 
机上の勉強だけではなく歩く。振返りの会を月1回開催。都合月2回の会

合を予定する。２年ぐらいかけて基礎を固めたい。 
③第４期の協議会の中で活動するにはどのような組織形態（課題別がよい

のか 実行委員会組織がよいのか・・）がよいのか検討していく。 
④参加いただいた方の中で役割（ガイド・事務的な仕事・調整役）を決め

て推進する。 

  
【東京都の観光シンポジウムに参加して】（感想） 
・観光とまちづくりはどのような関係にあるかを確認できた。 
・経済活動の観光もあるが、協議会の考える観光ではまちの人が関わることが

大切。従来の観光より裾野を広くしたい。 
・観光のポテンシャル・・誰がそんなことに取り組むのか、市民がやるのか、

責任者誰なのかという質問が出た。マンパワーが大切で中心となって動く人

のモチベーションにかかる。まずは市民が動く。他所の事例でも自治体が主



 - 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 別 

防災・地域安

全 

 

 

 

 

 

 

 

導で動いていない。楽しみながら企画してハッピーな労働をする。地域ブラ

ンドの立上げもしかり。名物を作り出し話題を提供する。地元の楽しみがな

いと継続はむずかしい。そうした結果、経済効果が出てくる。当初から「儲

け」を考えていたようでは長続きしないと思った。  
・「内藤とうがらし」に関する活動も楽しみながら推進したい。地域の交流を

深め、関心を持っていただき、結果コミュニィティづくりの一端を担うよう

であればいいと思う。一方で地元産のものは話題性があるので地域の飲食店

等が積極的に活用いただくことも自由であると考える。協議会では苗の提供

を（普及）をしていきたい。その先の利用（発展）は自由でいいと思う。 

 
意見）・とうがらしの復活は新たな地域のお宝にはいるのではないか  

・ＰＲを積極的に展開してはどうか  
・お蕎麦屋さんに、とうがらし持っていったら喜んでいた。 
・話題になるし、楽しい。会話も弾む（コミュニケーションができる）

・地区協議会委員による「マイ七味の調合ととうがらし料理試食を年末

懇親会を予ねて開催してはどうか？（開催決定） 
・（観光）まち歩きの最後に調合して食べるような企画も面白い 

   ・筑波大学の純血種の八房とうがらしなので雑配させないよう気をつ 
けて（先祖帰り）より昔の内藤とうがらしに近づけていきたい。 

 
○『声』第３号発行と次号案について        

 ・新シリーズ「こんにちは町会長さん」は、これからにつなげる。ま

ずは協議会委員の町会長に執筆依頼をお願いした。今後ともご協力よ

ろしくお願いします。 
・自治基本条例に関する記事はわかりやすい文章で、多くの方が理解で

きるように周知していきたいので協力を願う。 
・次号（3月発行予定）の各分科会掲載希望の内容案を１２月１３日（次

回役員会）までに取りまとめ願いたい。 
意見）内容も濃くなってきた。面白いと評判もいい。充実した内容で見た人が

わかりやすく、楽しんで読んでもらえるよう今後も工夫して欲しい。 

 
○明日開催する乳幼児救命講習会について 
 ・応募者１８名  
・孫のために学びたいという理由で参加する方が増えた。 
・今後もそのような方に向けた（祖父母世代）周知ができるよう検討したい。

○花園小学校避難所運営訓練（日程変更等情報提供） 
 ・台風で延期された→１１月２８日（日）区民センターロビー開催予定 
・（四谷で初めて）子どもたちが参加できる訓練を企画していた。 

○ユネスコ主催「防災教育フォーラム」が花園小学校で２月１６日に開催予定

  詳細は後日 

 



 - 5 - 

 

 ２ 各会報告・・・（代表委員より） 
○地区協議会連絡会について（１１月１８日開催予定） 
 ・協議内容 

地域自治組織の在り方（意識） 
・地区協議会連絡会議組織の策定（会長、副会長等） 

（意見）町会連合会と同じ地区協議会組織は四谷では必要がないと思

う。地区協議会には（町会とちがった）気概、メッセージ、

ビジョンがあるはず。地域により事情が異なるので一律に協

議会組織をくくることに無理を感じる。それぞれの団体に役

割があり四谷ではそれが町会を中心にうまく回っている。町

会連合会でできないことを協議会組織が動いてくれるよう

な関係が徐々にできているように思う。  
・自治基本条例関連について・・第1分科会報告に同じ 

 
３ その他  事務局より 
  ・協議会広報計画案（区 タブロイド版）表紙について 

四谷地区協議会の活動写真に決定  
  ・歴史博物館地域出張講座案について（協力依頼） 

→観光まちづくり準備会とのタイアップをすることとした。 
 次回１２月７日の準備会に副館長来会のうえ意見交換をする。 

 

次回日程 

 地区協議会懇親会  

１２月１１日（土）１９：００～ 地域センター１１階調理工作室 

 １２月１３日（月） １４：００～ 四谷特別出張所会議室   


